
看護師特定行為
研修センター／
特定看護師活動
支援室（看護部）

第66号
2024/3

●�チーム医療を推進！
　院内で活躍する特定看護師のご紹介
●�患者さん・ご家族へのお願い
●新設！病院機能強化棟（E棟）のご紹介
●�当院放射線部�木田技師長が「令和５
年度�公衆衛生事業功労者知事表彰」
を受賞しました

●�滋賀県からCOVID-19コントロールセ
ンターへの協力に対し、感謝状をいた
だきました

（公財）日本医療機能評価機構認定病院　滋賀医科大学医学部附属病院

　 　看護師が診療の補助として実施する行為のうち、高度かつ専門的な知識や技能が必要とされ
る行為を「特定行為」と言います。この「特定行為」を実施するために必要な研修を受け、修
了認定を受けた看護師のことを「特定看護師」と呼び、医師の作成した手順書に従うという条
件のもと、医師の判断を待たずに診療行為を行うことが可能となります。

※1��CCOT（Critical�Care�Outreach�Team）…ICU退室患者、緊急入院患者、何らかの懸念（バイタルサインの異常など）のある患者を定期的
に訪床して回り、RRS※2の起動基準に抵触する患者の早期発見を目指した対応チーム。

※2��RRS（Rapid�Response�System）…入院患者のバイタルサインの変化や予兆を病棟スタッフが気付き、重症管理の専門チームに連絡し、早
期に介入することで重症化を防ぐシステム。

　令和６年４月から、医師の働き方改革がスター
トします。
　医師の長時間労働や業務の集中が問題視される
中、各職種の専門性を活かしたタスクシフト/シェ
アの推進により、質の高い医療を持続的に提供す
ることが医療機関に求められています。
　特定看護師が自身の判断により特定行為を実施
することで、タスクシフト/シェアによる医師の負担
軽減や、患者さんへのタイムリーな処置の提供が
期待されます。

　現在、当院では34名の特定看護師が活躍してい
ます。特定看護師は、医学と看護の視点をもって患
者さんの観察をするため、より細やかな調整ができ
ます。また、患者さんのそばに一番長くいる看護師
だからこそ、患者さんの変化に気づき、速やかに
症状を取り除くなど、安全に対応ができます。

チーム医療を推進！
院内で活躍する特定看護師のご紹介

特定看護師特定看護師とはとは

　ICUでは特定看護師の集中配置を行い、毎日必ず1名以
上の特定看護師を配置し、タスクシフト・シェアできる環
境を作っています。また院内急変に鋭敏に対応できる早期
警報体制については、特定看護師を中心としたCCOT※1を
構築し、院内急変事例に対するRRS※2の起動につなげてい
ます。

ICUでの活動ICUでの活動

　外来受診の時点から患者さん・ご家族に関わり、入院・
手術・術後そして退院まで一括して関わりを持つことで、
より安全・安楽に周術期を経過し、地域へ復帰できるよう
に活動しています。

麻酔科での活動麻酔科での活動

■看護の最前線で活躍する院内の特定看護師

■特定看護師は医師の働き方改革にも大きく貢献！

患者さん・ご家族に寄り添いながら、質の高い
看護を提供できるよう日々研鑽を重ねています。

患者さん・
ご家族へのお願い クオリティマネジメント課

■�病状説明等は原則平日の９～１７時にお願
いします

　病状・手術等の説明については、原則として平
日の診療時間内（９～17時）にお願いしています。
2024年4月より、医師の時間外労働時間に上限が
設けられますので、医師の長時間労働改善に向け
た取組みにご協力ください。

■当院は「紹介受診重点医療機関」に指定されています
　当院は、令和５年８月１日から「紹介受診重点医療機関」と
して滋賀県より公表されました。
　「紹介受診重点医療機関」とは、外来受診の際に紹介状が必
要となる医療機関です。この制度により、医療機関の混雑緩和
やスムーズな受診につながるため、当院におかかりの際は、か
かりつけ医からの紹介状をご用意ください。

▲当院で活躍する特定看護師



新設！
病院機能強化棟（E棟）のご紹介

◀患者さん用駐車場の西側に建設中です。

ー患者さん・ご家族へのお願いー
　病院機能強化棟の建設中は、患者さん用駐車場への入場が病院正門
からのみとなります。大学西門から大学内と病院内を通行して患者さ
ん用駐車場へ入場することはできませんのでご注意ください。来院さ
れる皆様には長期間にわたりご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご
協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。

　当院では、年々高度化する医療技術や高まる医療需要に対応すべく、患者さん用駐車場の西側に、病院
機能強化棟（E棟）を現在建設中です。その目的や役割について、今回は2024年３月に完成・移転す
る第Ⅰ工区の機能強化ポイントをメインにご紹介いたします。

機能強化棟第Ⅰ工区機能強化棟第Ⅰ工区のポイント
■病院再開発（2005年～2011年）後の
　課題解決及び機能強化
 放射線治療部門のリニューアル、光学医療診
療部の移設・増設による高度急性期機能の強
化、高度救命救急センターを視野に入れた救
急部門の機能強化を図ります。
※光学医療診療部、救急部門は第Ⅱ工区に設置。

■働き方改革への対応
 院内の一番の働き手である医員・専攻医の働
く環境を整備します。

■臨床研究機能の強化
 臨床研究部門の集約化と医療情報部門のデー
タ管理強化及び将来対応を実施し、危機管理
体制のさらなる強化に努めます。

1階フロア

2階フロア

3・4階フロア

最新鋭のリニアック

働き方改革スペース

臨床研究開発センタ

　院内の一番の
専攻医の方が集
休憩時間に診
流・グループ学
仮眠スペース等

機能強化棟新設機能強化棟新設のの
コンセプトコンセプト

2024年3月第Ⅰ工区完成　移転実施

▲個室タイプの仮眠室

▼現在の病院機能強化棟第Ⅰ工区 ▼病院機能強化棟完成イメージ図

病院機能強化棟第Ⅱ工区
の詳細につきましては、
2026年に完成でき次第
病院ニュースにてお届け
させていただきます。

▼病院機能強化棟完成イメージ図
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機能強化棟第Ⅰ工区ののポイントポイント

2階フロア

ク装置を導入

スの設置 ドクターヘリのヘリポートと直結

ターの集約化

　高エネルギー治療施設に、最新鋭のリニ
アック装置が導入されます。本装置の導入
により、精度の高いSIGRT（体表面画像
誘導放射線治療）や高線量率を実現します。
併せてAI技術を駆使した治療計画や照射精
度の向上により、がん対策の強化を図ります。

の働き手である医員・
集中して学習したり、
診療科の枠を超えて交
学習できるスペース、
等を設けます。

　院内で分散運営していた臨
床研究開発センターを１か所
に集約し、効率的・統合的に
運営することで、臨床研究を
支援する体制を強化します。

　第Ⅰ工区の２階はドクター
ヘリのヘリポートと直結して
います。これにより、今以上
に迅速な処置・対応が可能と
なります。

▲國友病院長補佐（経営・機能強化担当）

　先の病院再整備にて予算、スペース
の関係で対応出来なかった部門、再整
備後パフォーマンスが予想以上に向上
し更に整備する必要性が生じた部門を
改修と併せて機能強化の整備を順次実
施予定です。

病院長補佐（経営・機能強化担当）
からのコメント



「信頼と満足を追求する『全人的医療』」 ⃝患者さんと共に歩む医療を実践します
⃝信頼・安心・満足を提供する病院を目指します
⃝あたたかい心で質の高い医療を提供します
⃝地域に密着した大学病院を目指します
⃝先進的で高度な医療を推進します
⃝�グローバルな視点をもち、人間性豊かで優れた医療人を育成します
⃝将来にわたって質の高い医療を提供するため、健全で安定した病院経営を目指します

放射線部

救急集中治療医学講座
産科学婦人科学講座

　令和６年１月18日、滋賀県庁において行われた「公衆衛生事業功労者知事表彰の表彰式」に
おいて、当院放射線部　木田技師長が、「令和５年度公衆衛生事業功労者知事表彰」を受けました。
　この表彰は、多年にわたり、地域に密着した公衆衛生事業を地道に推進し、その活動が特に
顕著である者を表彰することにより、一層の住民福祉の向上を期することを目的とし実施され
ています。令和５年度は６名の医療従事者と１団体が表彰を受けました。

・�診療に従事する傍ら、学術活動を通して得た知
見や技術を活かして医療貢献に努め、自職場や
地域での人材育成や教育にも注力してきた。
・�30年以上にわたり、患者の健康回復に向けた
高度で適時かつ効率的な診療の提供の使命の一
端を担ってきた。
・�放射線部門を統括する立場を自覚し、組織のマ
ネージメント・後進の育成と先進的な医療提供・
研究協力に尽力してきた。
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滋賀県からCOVID-19コントロールセンターへの
協力に対し、感謝状をいただきました

当院放射線部　木田技師長が
「令和５年度　公衆衛生事業功労者知事表彰」
を受賞しました

▲木田技師長�

　滋賀県が設置したCOVID-19災害コントロールセ
ンターに医療従事者を派遣し、センター運営に貢献し
たこと、主に重症の新型コロナウイルス感染症患者の
入院を多数受入れ、医療を提供したことから、令和５
年11月21日、滋賀県から感謝状をいただきました。
　また、救急集中治療医学講座の塩見教授は滋賀県災
害医療コーディネーターとして、産科学婦人科学講座
の辻准教授は滋賀県災害時小児周産期リエゾンとし
て、それぞれセンターにおける療養先調整業務に尽力
したことから、感謝状をいただきました。
　今後も、県内唯一の特定機能病院として新型コロ
ナウイルス感染症だけでなく新興・再興感染症に対し、
滋賀県と協力して対応して参ります。 ▲左から、辻准教授、田中病院長、塩見教授

功績内容（表彰理由）功績内容（表彰理由）
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